




























A Preliminary Discussion of the Reconsideration of Self in Adulthood: 


























Erikson（1950, 仁科訳 1977-1980, p.343）は、ジェネラティヴィティを「次世代を確立させて導









代性」（丸島, 2005; 丸島・有光, 2007; 中西・佐方, 2001など）、「世代継承性」（深瀬・岡本, 2010）
が用いられており、また原語のまま「ジェネラティヴィティ」（小島, 2008; 串崎, 2005; 串崎, 
2013; 相良・伊藤, 2017; 白井, 2015など）を用いている研究など、訳語は統一されていない。
2．年齢軸からみたジェネラティヴィティの発達
　従来の研究では、ジェネラティヴィティの得点が年齢に伴って増加すると指摘されており
（Keyes & Ryff, 1998）、特に、中年期後期から老年期にかけての年代で最も高い得点であること






































































に関する実証的知見が見出されており（柏木・若松, 1994; 牧野, 1996）、さらに介護、看護の文
脈において、ケアすることによって、ケアを受ける側のみでなく、ケアする側もまた発達してい
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